


















































Morley 卿の「誤った怠惰な従順さ（an indolent acquiescence）」という定義、あ
るいは、Turgot の「私は無関心さ（indifference）の最大の敵であり、寛大さ






リー（webster ʻs new Collegiate dictionary）』に記されている「仲裁によるか相互
の譲歩によって得られた同意による差異の調停（a settlement of differences by 
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合理性と道徳性（rationality and morality 





やや緩い、より妥協的な観点」を指す（ibid., p. 8 ）。さらに、プロセスアプ
ローチを「直接交渉された妥協（directly negotiated compromise）（たとえば、
当事者が外部からの助力や介入なしに妥協に至る）」と「第三者による調停





























































































































































るかどうかの保証もない（MB, pp. 4 ⊖ 7 ）。裏切りとしての妥協とは、原理や
価値を当初のかたちでは維持しないことによって自分の依拠していた原理や自




































　本稿で取り上げる例は、“Splitting the Difference” で新生児集中治療室におけ
る障がい新生児の治療をめぐって延命治療を主張するスタッフとこれ以上の積
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極的な治療を中止すべきだというスタッフ間の対立の道徳的妥協の可能性であ































































































（accountability）の相互前提の関係を指摘してるのが A. McCintyre である（AM, 
p218, 268頁）。彼は「人間はその行為と実践において、虚構においてと同様、




































う。Habermas の妥協概念（ 8 ）を今回明らかになった妥協概念と比較検討し、さ
らに整理していくこととする。
凡例
（AK）:Arthur Kuflik, “Morality and Compromise”, in Compromise in Ethics, Law, and Politics, ed. J. 
Roland Pennock and John W. Chapman, New York University Press, 1979
（AM）:Alasdair MacIntyare, After Virtue 2 nd ed., University of Notre Dome Press, Indiana, 1981, 
1984. 篠崎榮訳『美徳なき時代』みすず書房、1993年
（B&C）:Martin Benjamin & Joy Curtis, Ethics in Nursing 4 th ed., Oxford University Press, New 
York, 1981, 1986, 1986, 2010. 矢次正利他訳『臨床看護のディレンマ』（Ⅰ・Ⅱ）時空出
版、1995年
（FB）:Francis Biddle, “Necessity of Compromise” , in Integrity and Compromise, Problems of Public 
and Private Conscience , ed. Robert M. McIver, Books for Libraries Press,1957, reprinted 1972 
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by arrangement with Harper & Row, Publishers. Inc
（MB）:Martin Benjamin, Splitting the Difference: Compromise and Integrity in Ethics and Politics, 
University Press of Kansas,1990
（MPG）:Martin P. Golding, “The Nature of Compromise : A Preliminary Inquiry”, in Compromise in 























東洋法学　第59巻第 3 号（2016年 3 月） １5
（376）
く、〈不正〉をはたらくだけの力がないから尊重されるというだけのものである。」プラ














No.55.vol. 2 , 東洋大学法学部、2011年、314⊖300頁





































フミーティングをするよう説得した。」cf. M&C, pp.118⊖119, 83⊖84頁（現行邦訳は1992年
の第 3 版を底本とし、章立てを変えている。また、人物名や状況説明が若干異なってい
る）。現行邦訳では integrity を「固有性」、integrity - preserving を「自己の固有性を見失
わない」としている。
（ 6 ）　この点は、Benjamin も引用しているように Kufik がすでに指摘している。cf.AK, p.49
東洋法学　第59巻第 3 号（2016年 3 月） １7
（374）







ないのである」（Jürgen Habermas, Moralbewßtsein und kommunikatives Handeln, Suhrkamp, 
Frankfurt an Main, 1983, S.83, 三島憲一他訳『道徳意識とコミュニケーション行為』岩波
書店、1991年、119頁）。
―あさくら　こういち・法学部准教授―
１8 妥協とインテグリティ〔朝倉　輝一〕
（373）
